










































































 （3） 地元民の証言及び Googleアース検索により津波痕跡と標高を対照。


























要を記す。発掘調査期間は 5月 9日～20日。調査面積は約 122㎡である。
（1）4ヶ所の平場を中心に約 40基の板碑が分布する。（2）道路建設範囲にある原位置














な記録を残すため写真から agisoft photoscanと Cloud Compareによりオルソフォト（ゆが
みを修正した写真）を作成した（7）。また、A群の平場のように錯綜した板碑の重なりや有
効と考えられる場合に板碑のオルソフォトも作成した。この技術習得に際しては九州文化
 （7） 全体オルソフォトについては約 400枚の多方向からの写真から agisoft photoscanでオルソフォトを作成し、
Cloud Compareでスケールを入れた。




現況調査は 2016年 5月 19・28日、6月 5・12・19・26日、7月 10・18・24・31日　2017





発掘調査地の原位置と推定される板碑 3基の次から No. をふっている。今回板碑と認





群はほぼ原位置を a、ずり落ちた結果と推定されるものを bとして細分した（第 8図上図）。



















銘文 :  種子の下中央部
に「右為応安二年」
寸法 : 地上高 : 37.0 幅 16.5 厚さ 6.5 cm
















寸法 : 確認長 : 70.0　幅 23.5　厚さ 6.0 cm
　　　 右側辺は細かな剥離加工により直線的
に整形されている。











第 10図　No. 5　a オルソフォトソリッド　b 拓本
a b


















寸法 : 残存長 : 150.0　幅 44.3　厚さ 4.5 cm
第 12図　No. 7　倒れているのが No. 6
第 13図　No. 8拓本











寸法 : 確認長 : 116.0
　　　幅 36.0 cm　厚さ不明
板碑 No. 10・11（Ba群）　
板碑 No. 10と No. 11は形態不明確だが石質、銘文構成などから同一個体と考えられる
ので並立表記する。No. 10は最古の板碑No. 13の南東約4.5 mの同一平場にかろうじて立っ
ている。その前方（斜面下）に No. 10に由来すると考えられる多数の断片があり、その
中に No. 11三分割の状態で確認された。
板碑 No. 10　年代 : 不明 板碑 No. 11　年代 : 不明
確認状況 : 立位、上方・右方欠落 ・確認状況 : 横位、上方、左方欠落
種子 : 不明（板碑上部欠損）
銘文 :  ・銘文 :  
「オンバンウンタラクキリクアク 　「酉/（出）離生死往生極（楽）ԇ也/
/右志者（為）ԇԇԇԇ」 オンアビラウンケン」「敬白」
真言 : 五大虚空蔵真言 ・真言 : 胎蔵大日真言（大日報身真言）
石材 : 粘板岩 ・石材 : 粘板岩
残存長 : 103.0　幅 26.0～　厚さ 29.0 m ・残存長 : 91.1　幅 25.5～　厚さ 7.5 cm  
No. 10.11は隙間も考慮すると幅 65 cm以上あり、紀年銘を挟んで、右端に五大虚空蔵真言、
左端に大日如来真言を配しその間に達筆な願文を配した板碑と考えられる。板碑の復元と
評価については後述する。












寸法 : 確認長 : 94.5　幅 74.0
　　　厚さ 5.5 cm





年代 : 永仁五年（1297） 本板碑群最古










種子 :  不明
銘文 : 不明
石材 : 粘板岩
寸法 : 確認長 : 83.5
















種子 : バン（金剛界大日如来） 
銘文 :「右志者/ 康暦元年　未己/出離生死」
石材 : 粘板岩







種子 : キリーク（阿弥陀如来） 薬研彫、浅い
銘文 : 不明
石材 : 粘板岩
寸法 : 残存長 : 150.1　幅 41.0　厚さ 7.0 cm
No. 15同様 B平場からずり落ちたとみられる。
第 20図　No. 15

















種子 :  不明
銘文 : 不明（剥落の可能性）
石材 : 粘板岩







寸法 : 地上高 : 20.5　幅 16.0　 厚さ 7.5 cm
本板碑群中では極端に小型（剥落・欠損の結果の可能性もある）。
 （8） 野口達郎氏ご教示。




















寸法 : 残存長 : 165.0　幅 63.0
厚さ 11.5 cm
板碑 No. 21（A群）









寸法 : 確認長 : 181.0　幅 37.0　厚さ 5.5 cm
全長が判明するものとしては本板碑群最長。








種子 :  不明
銘文 : 不明
石材 : 粘板岩
寸法 : 確認長 : 76.0～　幅 19以上　厚さ 7.0 cm




種子 :  月輪内に阿弥陀三尊種子か
銘文 : 不明
石材 : 粘板岩
寸法 : 確認長 : 83.0～　幅 36.5　厚さ 9.0 cm
















寸法 : 確認長 : 90.0　幅 39.0　厚さ 10 cm前後
第 31図　右上 : 拓本写真























寸法 : 確認長 : 78.0以上　幅 49.0　厚さ 6.5 cm
第 32図　No. 25
第 33図　No. 26上面





確認状況 :  移動しているが、上方に割面
が見え、原位置に近いか。
　　　　　横位　剥落が進んでいる。

















銘文 : 不明石材 : 粘板岩
寸法 : 地上残存高 : 51　幅 20.0+21.0　厚さ 10 cm
第 35図　No. 27　左 写真　右 拓本



















第 37図　No. 29 
　　　　 上 : 銘文拓本写真　右上 : 上から






　　　　　 A群 No. 23の一月輪阿弥陀三尊種子に
近似していることと位置からみて A平
場より落下と推定。








寸法 : 確認長 : 148.5　幅 42.5　厚さ 5.0 cm
右側辺剥離加工で整形　
左側辺は節理面か




















寸法 : 確認長 : 63.0　幅 41.0　厚さ 3.4 cm 
板碑 No. 33（A群）
年代 : 不明






















寸法 : 確認長 : 90.0　幅 31.0　厚さ 2.5 cm







寸法 : 確認長 : 43～　幅 27.0　厚さ 3.5 cm











寸法 : 地上高 8以上　残存幅 20　厚さ 2 cm
板碑 No. 37（A群）
年代 : 不明



























板碑 No. 39（B群） 
年代 : 不明





寸法 : 確認長 15～　幅 22～　厚さ 2.5 cm
板碑 No. 40（B群） 
年代 : 不明





寸法 : 確認長 32～　幅 11～　厚さ不明
板碑 No. 41（B群） 
年代 : 不明





寸法 : 確認長 25～　幅 22～　厚さ 4.8 cm
板碑 No. 42（C群） 
年代 : 不明





寸法 : 確認 36～・40～　厚さ 1 cm
第 46図　左より No. 39、No. 40、No. 12、No. 41
第 48図　No. 42












































































































郎「東京大学史料編纂所蔵『五大虚空蔵法記』について ─ 後醍醐天皇と後宇多院法流 ─」『古文書研究
72』2011）
（16） 佐藤正人「松島町の板碑」『松島町史　資料編 1』1989 　松島町
（17） 「五大虚空蔵曼荼羅」 『新版　仏教考古学講座　第 4巻　仏像』1976　雄山閣出版
（18） 田中 悠文 , 金森 勉「勧学会共同研究助成報告 常喜院・心覚の教学について :  中世・真言教学研究のため





番号 所在 名称 紀年銘 西暦 主尊 真言 銘文
1 女川町　
御前浜






旧分教場 正和 4 1315 バイ オンアビラウンケン 正和四　五月廿一日逝去
3 々尾崎 海蔵庵 貞和 4年 1348 ア アビラウンケン（左右配置） 貞和二二年ԇ月日施主敬白
4 々尾崎 海蔵庵 貞和 5年 1349 サク ? アビラウンケン（左右配置） 貞和五年乙巳二月日施主敬白
5 々高木 高木観音堂 応安 8年 1375 バン アビラウンケン（右端）　アバンランカンケ
ン（左端）
応安八年十月十九日　施主敬白
6 々皿貝 お伊勢山 明徳 3年 1392 バン アビラウンケン（左右配置） 仙（心）/明徳三年壬申/十三年










9 々十三浜 根古 応永 10年 1403 カ アウーンポローン（左右配置） 応永十年（欠損）
10 々十三浜 長塩谷 応永 10年 1403 バン キャカラバア/キャクカクラクバクアク/ケン
カンランバクアン/キャーカーラーバーアー
（いわゆる「四門の梵字」）















13 々皿貝 お伊勢山 応永 17年 1410 キリーク アビラ（右）ウンケン（左） 応永十七年八月廿四日
14 々十三浜 小泊 応永 17年 1410 サ アバンボローン（左右配置） 応永十七年庚寅三月日
15 々十三浜 根古 応永 18年 1411 キリーク アウーンポローン（左右配置） 応永十八年三月日
16 々十三浜 長塩谷 応永 18年 1411 バーンク キャカラバア（右）アビラウンケン（左） 右志為応永十八年三月廿一日
17 々十三浜 小泊 応永 20年 1413 バン アラハシャナウ（左右配置） 応永廿年十月日
18 々牛田 如来 応永 20年 1413 サ キャカラバア（左右配置） 右志者為応永廿年四月廿日
19 々十三浜 小泊 応永 25年 1418 サク アウーン（右）アバンボローン 応永廿五年十月日
20 々十三浜 相川 応永 29年 1422 バン アラハシャナウ（右端）キャカラバア（左端） 応永廿九年四月日/右志趣者徳性禅尼
21 々十三浜 小泊 応永 29年 1422 ウン アバンボローン（右）アウーン（左） 応永廿九年十月日
22 々牛田 如来 応永 29年 1422 欠損 バンウンタラクキリクアク（左右配置） 応永二十九年七月廿五日施主敬白　道祐七
年忌 逆修善根故




応永 33年 1426 アーク アビラウンケン（右）　キャカラバア（左） 右志者為广永三十三
25 々大原浜 中沢 応永 35年 1428 〇〇ク アビラウンケン（右 2）　キャカラバア（左 2） 正阿弥陀仏三十三年 右志者為广永三十五
天/六月九日孝子
26 々十三浜 おいせ峰 正長 2年 1429 サク アラハシャナウ（右端）キャカラバア（左端） 右意趣者　正長二年七月日　道覚禅門
27 々十三浜 根古 永享 4年 1432 バン キャカラバア（左端） 道性禅門/右意趣者　永享四年二月日
28 々十三浜 おいせ峰 永享 5年 1433 タラーク キャカラバア（左端） 道峻禅門　右意趣者　永享五年月日









永享 7年 1435 キリーク キャカラバア（中央配置） 栄通大徳/第三年塔/婆/永享七/年七月日 施
主敬白
31 々十三浜 おいせ峰 永享 9?年 1437 タラーク アラハシャナウ（右端）キャカラバア（左端） 妙泉禅尼/永享九 ?年四月日





33 々相野谷 源光寺 康生 2年 1456 バイ アビラウンケン（右端）キャカラバア（左端） 妙光禅尼/康生二年/八月十九日
34 々皿貝 方谷入山 寛正 7年 1466 サク アビラウンケン（右端）キャカラバア（左端） 寛正七年
35 々皿貝 お伊勢山 文明 2年 1470 キリーク アビラウンケン（右端）キャカラバア（左端） 時文明二年/奉右之趣者/道範禅門　施主敬
白
36 々大瓜 寺崎 明応 10年 1501 サク ナムアミダブツ 相当妙孝禅尼一周忌/追善ԇ故也/右志者為/
明応十年四月廿六日








39 々十三浜 小泊 応永 1394-
1428
サク キャカラバア（右）ケンカンランバンアン（左） 右志趣者応永（欠損）


























第 56図　板碑 No. 30　左 : オルソフォト（反転）
























































































































































（36） 「供養碑塔の建立」『田沼町史 第 6巻』1985　田沼町
（37） 斎藤弘「下野の板碑」『板碑の考古学』2016　高志書院
































































番号 本文番号 群 主尊 紀年銘 確認状況 形状 長さ 幅 厚さ 銘文
偈・真言、
荘厳






103 45 10 「永仁五年/ 聖霊」




横位　碑面剥落多 頭部不整ドーム形 95 37 5 不明














37 16.5 6.5 「右為応安二年」






70 23.5 6 「右志者為過去霊/ 
應安六年卯月/七年
忌塔婆故也 敬白」




板状 150 44.3 4.5 「右志者妙阿禅ԇ/ 永
和三年十一月日/三
年奉相當忌辰」




横位（斜面） 不整長方形 154 53.5 10.5 「右志者/ 康暦元年　
未己/出離生死」




165 63 11.5 「右志者/ 過去慈父/
幽霊往生/極楽也」
9 21 Ab 不明 不明 倒伏 板状 181 37 5.5 不明
10 22 A 不明 不明 倒伏　側辺露出 頭部破損 76 19～ 7 不明
11 23 A 月輪内に阿弥陀三
尊種子か
不明 倒伏　碑面は下面 頭部破損　板状 83～ 36.5 9 不明 月輪
12 25 A 不明 不明 倒伏（斜面）、ほぼ
完形、表裏不明
尖頭形 121 24 10.5 不明
13 26 A 不明 不明 横位（斜面）、頭部
破損　碑面剥落多
不明 78～ 49 6.5 不明 月輪
14 28 A 不明 不明 基部 不明 51～ 20.0+
21.0
10 不明
15 29 A 不明 不明 倒伏板碑群最下部　
碑面剥落多
不明 69～ 34 21.5 「往生極楽也」
16 30 Ab 阿弥陀三尊種子 不明 横位　碑面剥落多 頭部平坦　地上部板
状
149 42.5 5 不明 月輪　花瓶 1
（花の一部残
存）
17 31 Ab 不明 不明 横位（斜面）
表裏不明
板状 115～ 61 13 不明
18 32 A 不明 不明 横位（斜面）　
表裏不明
不明 63 41 3.4 不明
19 33 A 不明 不明 倒伏（斜面） 不明 76～ 13.5 7.5 不明
20 34 A 不明 不明 倒伏（斜面） 板状 90 31 2.5 不明
21 35 A 不明 不明 倒伏（斜面） 板状 43～ 27 3.5 不明
22 37 A 不明 不明 立位・倒伏（基部） 不明 33～ 31 2 不明
23 38 A 不明 不明 倒伏（基部） 不明 26～ 62 5 不明
25 6 C 不明 不明 斜位（碑面大部分剥
落）
頭部は偏三角形 110 57 8.5 最下辺に「敬白」「八
日」左端に「ԇԇԇ」
26 7 C 不明 不明 立位、（全面剥落） 尖塔形 101 34.5 12 不明
27 9 Cb 不明 不明 横位　ほぼ完形か
表面のみ露出
不整楕円形 116 36 不明 不明
28 42 Cb 不明 不明 横位　表裏不明 不明 36～ 40～ 1 不明
29 10 Ba 不明 不明 立位 形態不明、接合しな
いが形状、碑面構成
から同一個体
103 26 29 「右志者（為）ԇԇԇԇ」 オンバンウン
タラクキリク
アク




31 12 B 不明 不明 横位 不整長方形 94.5 74 5.5 不明
32 14 Bb 不明 不明 横位（斜面） 不整長方形 83.5 37 5～ 不明
33 16 Bb キリーク
（阿弥陀如来）
不明 横位（斜面） 尖頭形　弧状 150 41 7 不明





が、立位のもので判別に悩んだものがある。仮 No. 54（確認長 19 cm確認幅 13 cm確認厚




仮 No. 55（地上高 43 cm幅 19 cm厚さ 12 cm）は近世墓に関わる土台状の石が集中的に残
存している場所で No. 12の東方約 1 mに立っている。当初、種子状にみえたものは変色
番号 本文番号 群 主尊 紀年銘 確認状況 形状 長さ 幅 厚さ 銘文
偈・真言、
荘厳
35 18 Bb 不明 不明 横位（斜面） 不明 86 48 6 不明
36 19 Ba 不明 不明 立位 頭部平坦、板状 21 16 7.5 不明
37 36 B 不明 不明 立位（基部） 不明 8～ 20 2 不明
38 39 B 不明 不明 横位　表裏不明 不明 15～ 22～ 2.5 不明
39 40 B 不明 不明 横位　表裏不明 不明 32～ 11～ 不明 不明
40 41 B 不明 不明 横位　表裏不明 不明 25～ 22～ 4.8 不明





不明 立位、ほぼ完形 板状 150 49 8 不明
42 2 D 不明 不明 立位　剥落顕著　ほ
ぼ完形
尖頭状 119 24 16 不明
43 3 D 不明 不明 立位　剥落顕著　欠
損
110 38 3 不明
44 D ア（胎蔵界大日如
来）　
不明 出土　ほぼ完形 133 40 8 不明
45 D カ（地蔵菩薩）
（薬研彫）
不明 出土　ほぼ完形 頭部偏三角形 95 40 4 「右志者為過去/極」
46 D バン（金剛界大日
如来）（薬研彫）
不明 出土　ほぼ完形 頭部偏三角形 114 27 10 不明
47 D 不明 不明 出土 89 30 6 不明
48 D 不明 不明 出土 124 78 9 不明
49 D 不明 不明 出土 133 78 7 不明
50 D 不明 不明 出土 85 52 5 不明
51 D 不明 不明 出土 170 51 11 不明


























（42） 銭の枚数は 10572枚　最新銭は至大通宝（初鋳年 1310年）藤沼邦彦・神宮寺千恵「宮城県における一括出
土の渡来銭」『東北歴史資料館　第 18巻』（1992 東北歴史資料館）では年代を 14世紀後半。最新銭が至大





































































（46） 七海雅人「中世本吉・気仙地域の論点 ─ 歴史学の立場から ─ （覚書）」『宮城考古学　第 19号』2017　宮
城県考古学会
（47） 大石直正『中世北方の政治と社会』2010　校倉書房
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P86ୖ࠿ࡽᅄ⾜┠    ࠕ㙊಴ᶒ஬㑻ᬒṇࠖЍࠕ㙊಴ᶒ஬㑻ᬒᨻࠖ 
P87 ୗ࠿ࡽᅄ⾜┠  ࠕྂᕝᕷኳᑑᗡࠖЍࠕ኱ᓮᕷྂᕝኳᑑᗡࠖ 
P88 ୗ࠿ࡽᅄ⾜┠    ࠕ⣖ᖺྡࠖ   Ѝࠕ⣖ᖺ㖭ࠖ 
